
高校生による点検等の取材に地元のテレビ２局が取材に訪れ、ニュースで報道された
・高校生４９名が安全帯を装着し、高所作業車に搭乗、Ｃon.の主桁側面等の打音検査等を実習
・その他、空洞有Con.、ひび割れ有Con.、正常なCon.サンプルで打音や触感の相違等々を体験
・生憎の強風と雨模様の中であったが高校生は興味津々で、ＴＶの取材にも楽しそうに応じていた

◇ 開催日： H28.10.20（木）
◇ 参加者： 大曲工業高等学校の１年生３５名

土木コース選択の２年生１４名の合計４９名
随行した教員が４名

◇ 主 催： 湯沢河川国道事務所・大曲工業高等学校が連携
◇ 内容等： 「新万石橋の老朽化対策に係る点検」実習

「雄勝防災除雪ＳＴで除雪対応」学習
「院内道路改築事業」見学

《現場見学会等の状況》

■秋田県メンテナンス会議の老朽化対策の一環から「高校生が橋梁点検の実習」
（大曲工業高等学校の生徒による現場見学会に「老朽化対策」を折り込み）

<湯沢>現場見学（08）

▲雄勝防災ステーションで除雪について学習 ▲高所作業車に搭乗しての点検の実習 ▲2016.11.05供用開始予定の院内道路の見学

テレビ２局が撮影



路 線 名 一般国道１３号 距 離 標

（　シンマンゴクバシ　） 所 在 地 　秋田県湯沢市下院内字小白岩 地内

新万石橋 橋 梁 形 式 　５径間　単純ＰＣポステンＴ桁橋

橋 長 144.6m 支 間 長 　５@28.00m

幅 員 13.0m 有 効 幅 員 　11.0m 交 通 量 3,422台/日

竣 工 年 1980年（S55年）　経過年数：　３６年 設計示方書 　S43

定 期 点 検 直近）　H27.07.14

橋 梁 名

新万石橋

L=144.6m

【直近： H27.07.14点検】
・健全性の判定区分： Ⅱ

＜H27点検結果概要＞

■点検月日：平成２７年７月１４日 ５年以内の法定点検
・ 一般国道１３号「新万石橋（しんまんごくばし）」： 詳細は上表を参照
・ 主桁端部に鉄筋の露出を確認
・ 伸縮継手のバックアップ材脱落による漏水・滞水を懸念
・ 健全性の判定区分： Ⅱ（予防保全の観点から補修等が必要）

＜この度の点検実習＞

■点検方法：高所作業車に搭乗し、試験用ハンマーで“たたき点検・近接目視点検”

目視によるコンクリート表面の異常の有無、打音による異常の有無等を確認

■安全対策：上記の点検に伴い高所作業車を利用することから、安全帯の着用手順も学習

■事前学習：移動のバス内にて、老朽化の現状や予防保全対策の重要性等について学習

（講師：東北地方整備局 湯沢河川国道事務所 道路管理課長）

▼主桁剥離・鉄筋露出 ▼バックアップ材脱落

《老朽化対策事例》湯沢市 新万石橋に係る橋梁点検（実習）

▼主桁浮き・沓劣化


